
                                ２０２６年第５週（１月２６日～２月１日）
１ インフルエンザ
定点当たり 20.71 人の報告がありました。前週から増加に転じており、注意が必要です。
また、インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等は 39 件の報告があり、冬休み明け以降再び増加しています。
引き続き、手洗い、咳エチケット、適度な湿度の保持、換気などの感染予防対策を徹底しましょう。
迅速診断キット検査結果（市内 2 か所の協力医療機関による）第      5      週   A      型：  28      人、  B      型：  78      人  

２ 感染性胃腸炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集団感染発生事例　

定点当たり 11.19 人と、増加が続いています。ま
た、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の集団発
生の報告が第 5 週に 1 件ありました。ノロウイ
ルスは、感染者の便や吐物に多く含まれ、飛沫
や人の手などを介して経口感染します。こまめな
手洗い、便・吐物の適切な処理など、感染予防
対策を徹底ししょう。

３ ＲＳウイルス感染症
定点当たり 0.81 人の報告があり、増加傾向です。通常 RSウイルスに感染してから 2～8日、典型的には 4～6日間の潜
伏期間を経て発熱、鼻汁などの症状が数日続きます。多くは軽症で自然軽快しますが、細気管支炎、肺炎へと進展する
ことがあります。基礎疾患を有する小児（特に早産児や生後 24 か月以下で心臓や肺に基礎疾患がある小児、神経・筋疾
患やあるいは免疫不全の基礎疾患を有する小児等）や、生後 6 か月以内の乳児は特に注意が必要です。 
流行時期に関して、これまでは夏から秋にかけて流行していましたが、近年では春から増加がみられるようになりまし
た。 

４ A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎
潜伏期間は 2～5 日で、発熱と全身倦怠感、喉の痛みによって発症し、嘔吐を伴うことがあります。また、「いちご舌」
といって舌にイチゴのような赤いつぶつぶができることがあります。リウマチ熱、急性糸球体腎炎などを続発したり、
顔や体に点状の紅斑や皮疹が出現する猩紅熱を起こしたりする場合があります。 冬季と、春から初夏の、2つの流行の
ピークがあります。 



インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の発
生状況
今シーズンのインフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の累
計報告数は、第 5 週時点で 453 件（幼稚園 28 件、小学校 276
件、中学校 88 件、高等学校 57 件、その他 4 件）です。
冬休み明け以降、定点当たり報告数及び学級閉鎖等発生件数
が再び増加しており、注意が必要です。                                                  

市内 2 か所の協力医療機関による迅速診断キットの検査結
果では、B 型の割合が増加傾向です。
また、今シーズンの広島市衛生研究所による遺伝子検査で
は、AH1pdm09 が 1 件、AH3 が 75 件、B 型（ビクトリア
系統）が 9 件報告されています。

AH1pdm09 型（H1N1pdm09）は、2009 年に世界的大流行（パン
デミック）を引き起こした新型インフルエンザウイルスが、その後
季節性インフルエンザとして定着したものです。 
AH3（AH3亜型）は、主に「香港型」として知られる季節性インフルエンザウイルス（A 型）の一種で、近年のインフルエンザ流行の
主要な株です 

A 型と B 型の違い
1. 流行時期の違い：
A 型：毎年冬の早い時期、11      月から      2      月にかけて流行のピーク  を迎えます。感染力が非常に強く、世界的なパンデミックを引き起こ
す可能性がある 。
B型：A 型よりも遅れて流行することが多く、  2      月から春先の      4      月ごろまで  見られます。感染力は A 型ほど強くありませんが、特に子
どもや若年層での感染が目立ちます。 

2. 症状の違い
A型：高熱（  38  ～  40℃  ）が急激に出る  ,全身の倦怠感、関節痛、筋肉痛が強い のどの痛みや咳も伴う. 

　　　  全身症状が重いのが特徴で、特に高齢者や持病を持つ方が重症化しやすい傾向があります。

B型：微熱や      37  ～  38℃  程度の発熱  が続く. 消化器症状（下痢や腹痛）が見られる場合も .全身症状は      A      型ほど強くない  .   
　　　  消化器系の症状が加わるケースが多い。

3. 予防法：

ワクチン接種

ワクチンは A 型と B 型の両方に対応しています。流行前に接種する(接種後、約２週間で予防効果が発現)ことで、重症化リスクを減ら

せます。

手洗い・マスクの着用

手洗いは石鹸を使って丁寧に行い、外出時はマスクを着用して飛沫感染を防ぎましょう。

体調管理

免疫力を高めるために、十分な睡眠と栄養バランスの取れた食事を心がけることが大切です。

5 新型コロナウィルス感染症

令和８年第５週（１月 26 日から２月１日）の広島県全体の定点

当たり報告数は、１．１６（報告患者数１０８人）で先週分

（1.24・115 人）と比べて横ばい状態です。 
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